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平成22年度第 1回開放型病院連絡会は、登録医の先

生方をはじめ看護師、 MSW Cソーシャルワーカ一入

事務の方なども含めて多数の皆様に参加していただき、

9月2日木曜日19時より、くまもと県民交流館（鶴屋

東館）パレアホールにて開催されました。

開始に当たり、池井 聴院長がご参加の皆様に、日

頃より当院をご支援頂きますとともに病病 ・病診連携

では大変お世話になっておりますことに対しまして御

礼を述べた後、新病院駐車場の工事状況及び防災へリ

基幹施設の認定経緯などをご報告致しました。続いて、

開放型病院運営協議会委員長の熊本市医師会長福島敬

祐先生よりご挨拶をいただきました。福島先生は、こ

の開放型病院の意義を再確認され、益々開放型病院の

先生方と本院の病診連携が進むことを希望される旨お

話しいただきました。続く全体会議では、熊本市医師

会理事の田中英一先生と、私が進行を担当し、臨床ト

ピックスとして、まず糖尿病 ・内分泌内科、豊永哲至

医長より、 “新しい糖尿病薬インクレチン関連薬の特

徴と使い方”の講演がありました。続いて、病院から

のお知らせで、駐車場、ヘリポート、院内保育園など

の今後の工事予定につきまして末次剛輝企画課長より

ご説明致しました。引き続いて、片側 茂地域医療連

携室長（外科部長〉から、地域医療支援病院の登録医

の院内及びインタ ーネットホームページへの掲示につ

きましてご説明致しま した。掲示をご希望の施設はい

つでも受け付けますので、地域医療連携室までご連絡

最新の知識・医療技荷·~二礼節をもって、

良質で安全な医療を目指します。

(1) 

下さい。その後、全体会議では、フロアからのご質問

をいただき、最後に、熊本市歯科医師会長清村正弥先

生より、当開放型病院と熊本市歯科医師会との関係に

つきご挨拶をいただき、全体会議をまとめていただき

ました。総会終了後は、会場を鶴屋ホールに移し、意

見交換会を開催しました。熊本市医師会長の福島敬祐

先生にご挨拶をいただき、熊本市医師会副会長、加来

裕先生の乾杯の音頭で開宴しました。各テーブルには、

各科の名前を明示し、各科の医師及び看護師、各部門

の責任者、Ms Wなどが待機して懇談をさせていただ
きました。前回に続き医師以外の方の参加者も多く 、

MS W、病診連携担当の方々などとの顔の見える病病 ・

病診連携ができ、意見交換が積極的に行われ、大変実

りの多い意見交換会になったと思われます。

（副院長河野文夫）

福島敬祐先生のご挨拶

1111115蓮華菌IDI・酪
1. 良質で安全な医療の提供

2 政策医療の推進

3 医療連携と救急医療の推進

4.教育・研修・臨床研究の推進

5.国際医療協力の推進

6.健全経営
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「こんなに小さかったのに…」

医療法人社団益日会

たなか益田クリニック

副院長田中敬子

上熊本で開業しております、たなか益田クリニ ッ

クの副院長で皮膚科医の田中敬子です。本妙寺踏切

横より現在の地に移り、40年来となった、4階建て

の益田外科医院を取り壊し、3年前にたなか益田ク

リニックとしてリニューアルオープンしました。

現在、父が従来の外科、整形外科を、心臓血管外

科医の主人が循環器、内科を担当し、私が、皮膚科、

美容皮膚科を担当しています。2階の美容皮膚科で

は、レーザーフェイシャルやレーザー脱毛、難治性

座嬉やホワイトニングのためのケミカルビーリング

やイ オン導入等を行っております。美容皮膚科へは、

10代～80代の方々 まで、 幅広い年齢層の方々が来ら

れ、美容への高い欲求や関心は高まるは‘かりです。

生まれた時より、病院の横に住んでいましたので、

私の幼少時より通院していらっしゃる方々は、「こ

んなに小さかったのにねー。立派になって…。」と

言って下さる方々もいます。医者としてはまだまだ

ですが、体型は、立派になりすぎ、隣の診察室で自

分の体型はし っかり維持して、メタボの指導をして

いる主人に悪いなーと思う今日この頃です。ビリー

ズブート キャンフ＼コアリズム、卜レーシーメゾッ

卜等DV Dやグッズはたくさんとりそろえてありま

すが、仕事、家事、子育てに追われ、なかなか進ま

ない毎日です。

久留米大学を卒業し、熊大皮膚科に入局し、熊本

労災病院、麻生飯塚病院などを経て、熊本医療セン

ターの皮膚科では、 前川部長先生の時代に数年間働

かせていただき、いろいろと勉強させていただきま

した。現在は、皮膚科や形成外科に手術や難しい症

例をいつもお世話になっております。父や主人の患

者様の急変や精査の際等もお世話になっております。

地域の患者様も私どもも、近くに病診連携のできる

熊本医療センタ ーがあることは、大変心強く助かつ

ております。

．．．．．．‘~A世誕；j昼食電＠鹿島写鈎J動壱ご還暦意書制

日頃、多くの患者様をご紹介頂きまして誠に有り難うございます。紹介患者様の待ち時聞を短くするために

FA×紹介で・時間予約ができます。月から金の日勤帯です。

当院のFA×紹介用紙に受診希望日を入れてお送り下さい。担当者がカルテを作成し希望日に時間予約を取り

ましてFA×にて返信致します。是非、 FA×紹介での受診日の指定と時間予約制をご活用して頂き、患者様の待

ち時間短縮にご協力下さい。よろしくお願い申し上げます。

FA×の紹介用紙は、電話（代表 096-353-6501 内線 2360）またはFA×（医事 096-323-7601）でご請求頂

きますと、直ちにFA×にてお送り致します。また、後ほど改めてFA×紹介用紙を郵送致します。

ホームぺ ジからもダウンロ ド出来ます。

国立病院機構熊本医療センターホームページアドレス http:/ /www.nho-kumamoto.jp/index.html 

（経営企画室長中村敦）
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外来薬局窓口 抗がん剤無菌調製室

（安全キャビネット）

無菌製剤室

（クリーンルーム＋クリーンベンチ）

製剤室 実習・研修室 試験室 （治験薬保管室）

入院投薬ボックス J々ユ‘ンアエ 調剤室・注射剤室

新病院では薬剤科は念願のワンフ ロアー （2階）で新たな業務のスタートを切りました。従来の調剤業務 ・注射

薬の払い出し業務に加え、医薬品の適正使用と安全管理に重点を置いた薬剤管理指導の実施とDp Cに関連した後

発医薬品の採用と同効薬の見直しさらには、外来および入院患者さまの化学療法では抗がん剤無菌調製の実施と指

導を行っています。外来では、原則として院外処方せんを発行していますが、院内でお薬が必要な場合は 4階（外

来）から 2階（薬局）へと離れております関係上患者さまにはご迷惑をおかけしています。調剤関係では簡易懸濁

法を推進し、治験薬の適正管理もしています。また、 5月より薬学6年制教育に関連した薬学生の長期実務実習

(11週間）の受け入れを開始しました。そして今年より日本医療薬学会の研修認定・がん専門研修認定施設に指定

されました。くすりの勉強会、臨床薬理セミナ一等も企画していますのでご参加よろしくお願いいた します。

（薬剤科長舛重正人）

( 3) 

181 



182 

2010年10月1日 くまびょうNEWSNo.160 

201'0 

診底璃窃命（29)

血液・膝原病内科（骨髄移植センター）

副院長

河野文夫

内科一般、白血病、リンパ腫、
貧血、出血傾向、腰原病

日本内科学会総合内科専門医

日本内科学会指導医

日本血液学会指導医 ・専門医

日本リウマチ学会専門医

外国人医師臨床修練指導医

日本がん治療認定機構暫定教育医

熊本大学医学部臨床教授

エジプトファイユーム大学医学部客員教授

インフェクションコントローjレドクター

教育研修部長
化学療法センター長

清川哲志

内科一般、白血病、リンパ腫、
貧血、躍原病、移植医療、総合内科

日本内科学会指導医

外国人医師臨床修練指導医

熊本大学医学部臨床教授

日本血液学会・日本造血細胞移楠学会

医長

日高道弘

内科一般、白血病、リンパ腫、
貧血、躍原病、移植医療

日本内科学会総合内科専門医

日本内科学会指導医

日本血液学会指導医 ・専門医

外国人医師臨床修練指導医

日本臨床腫蕩学会暫定指導医

インフェクションコントローjレドクター

医長

長倉祥一

内科一般、白血病、リンパ腫、
貧血、腰原病、移植医療、
後天性免疫不全症 （AIDS)
日本内科学会指導医 ・認定医

日本血液学会専門医

日本造血細胞移植学会

医長

武本重毅

内科一般、白血病、リンパ腫、
ATL、貧血、腹原病、移植医療

日本内科学会指導医・認定医

日本内科学会指導医 ・専門医

外国人医師臨床修練指導医

日本医師会認定産業医

日本臨床腫蕩学会暫定指導医

C 4) 

特色

医長

原田奈穂子

内科一般、白血病、リンパ腫、
貧血、躍j尿病、移植医療

日本内科学会指導医・認定医

日本血液学会専門医

日本がん治療認定医機構がん治療認定医

日本造血細胞移植学会

医長

策 達智

内科一般、白血病、リンパ腫、
貧血、腰原病、移植医療、緩和ケア

日本内科学会指導医 ・認定医

日本血液学会専門医

日本臨床腫態学会認定がん薬物療法専門医

日本造血細胞移植学会

医師

塚本敦子

内科一般、白血病、リンパ腫、
貧血、腰原病

日本内科学会総合内科専門医

日本内科学会指導医・専門医

日本血液学会指導医・専門医

医師

井上佳子

内科一般、白血病、リンパ腫、
貧血、躍原病、移植医療

日本内科学会指導医・認定医

日本血液学会専門医

日本造血細胞移植学会

医師

樋口悠介

内科一般、白血病、リンパ腫、
貧血、腰原病、移植医療

日本内科学会

日本血液学会

日本造血細胞移植学会

白血病、悪性リンバ腫などの造血器腫壊、再生不良

性貧血など主に血液疾患に診療を行っています。治療

経験 ・症例数および専門スタッフ数（日本血液学会専

門医9名）は全国でも有数の診療施設です。また熊本
県で唯一、骨髄パンク、勝帯血パンクに認定された胃’

髄移植実施施設であり、その症例数は九州ではトップ

クラスです。平成21年 9月に完成した新病院には血液
病棟に15床からなる無菌ユニットが設置され、最大17

床の無菌室体制が可能となりました。また、エイズ拠

点病院担当科であり難病とされます関節リウマチ、 S
LEなどの自己免疫疾患（躍原病）の診療も行ってお

ります。
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研修の様子

当院では、平成22年8月30日から 9月2日まで、南

カリフォルニア大学病院の副院長であるジェフリ ー・

へーゲン先生をお迎えして、研修医を中心に職員研修

を行いました。南カリフォルニア大学病院はロサンゼ

ルスのダウンタウンの中心部にあり、全米で最大規模

の救急救命センタ ー (ER）があり ます。年間1200例

を超える銃創や刺創の重症外傷患者が来院するERで

は、 3組の外傷チームがあり、交代で治療に当たって

います。このチームには、外干ヰのスタッフドクタ 一、

シニアレジデン 卜、ジュニアレジデント、外｛基ナース、

研修医 1年次

西東洋一

8月30日から 9月2日までへーゲン先生が当院にお

みえになり、 1年目の研修医は英語による症例呈示を

させていただきました。急逮へーゲン先生の来日が早

まったため、スケジュールは多少無理をしたところも

ありましたが、ヴァンス先生のプレゼンテーションご

指導の甲斐もあり、皆それぞれ聞き手が理解しやすい

工夫を加えたプレゼンテーションを作成し本番に臨み

ました。発表は非常に緊張しましたが、それぞれがへー

ゲン先生に発表の要旨を伝えることができました。へー

ゲン先生もネイティブと比較すれば足元にも及ばない

( 5) 

外傷放射線技師などが含まれていま す。 救急車から、

重症の外傷患者が搬送される連絡を受けると、この外

傷チームのアラームが鳴り（TraumaTeam Activation）、

患者の搬送直後から、患者の治療と評価（Evaluation)

が同時に行われます。必要なら、 ERでの開胸心臓マッ

サージや大動脈遮断が行われます。イ可を隠そう、ここ

南カリフォルニア大学病院は、全米でも最も早く外傷

チームを立ち上げた病院なのです。へーゲン先生には、

このような刺激的な講演をしていただくとともに、研

修医に英語による症例発表や病棟回診を行っていただ

きました。また、シリコンモデルを用いた結腸吻合の

スキル トレーニングも行二っていただきました。へーゲ

ン先生の来院は今回で 4回目になりますが、すっかり

当院を気に入っていただき、廊下ですれ違う看護師さ

んや患者さんたちに気軽に挨拶をされていました。ま

た、研修医たちも最初は緊張していましたが、先生の

優しい対応に安心したのか、後からはすっかり馴染ん

でいました。

このような北米の教育指導者を招牌しての研修は、

研修医だけでなく 、我々指導医にとってもアメリカの

医療事情を知る良い機会であり、大いに勉強になりま

す。今後と もへーゲン先生を始めとして多くの指導医

を招鴨していきたいと思います。

（臨床研究部長芳賀克夫）

であろう私たちの英語の発表に熱心に耳を傾けていた

だき、しかも lつ1つの発表ごとに必ず質問をしてい

ただきました。英語教育の重要性は医療界のみならず

すべての分野で言われていることですが、研修医にと っ

て日常で英語を必要とする機会は乏しいのが現実です。

今回のプレゼンテーション作成を通して、いかに自分

の英語力が非力なものか実感させられました。また同

時に、妙に文法や型にとらわれず、伝えたい意思さえ

があれば、ったない英語でも何とかコ ミュニケーショ

ンがとれるということも知りました。 英語の鍛錬と同

時に、物おじしない姿勢を育てることの重要性を痛感

させれる研修でした。

夕方の講演会では、大規模で‘かっシステマティック

な米国医療に驚かされました。また、縫合実習では、

日本であまり行われないものの、米国では主流となっ

ている腸管吻合の縫合法について研修させていただき

ました。さらに、講演後の宴会の席では、へーゲン先

生のプライベートのお話も聞くことができ、非常に興

味深かったです。へーゲン先生との一週間を通して、

英語教育、および米国医療の一端を垣間見れたのはも

ちろんのこと、米国の ドクタ ーの日常を知ることがで

き、大変有意義な研修ができました。
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最近のドピックユ

総合診療の取り組みについて

教育研修部長

清JII 哲志

総合医療センタ ーの総合診療に患者さんをご紹介い

ただき大変有り難うございます。当院の総合診療の診

療内容につきまして紹介したいと思います。

専門化された医療の中で、診療科の特定できない患

者様の診療を行っています。総合医療センター （内科）

には腎臓内科、血液内科、糖尿病 ・内分泌、呼吸器科、

神経内科が含まれますが、月に約400名前後の新患が

あり、その中で総合内科を受診する方は40名前後となっ

ています。取り扱う主な症状としては、不明熱、部位

のはっ きりしない痔痛、全身倦怠、体重減少や健康不

安といったものです。専門にとらわれる こと なく総合

的な見地からの診断を行い、専門治療が必要な場合は

それぞれの診療科へ紹介し、また場合によっては共同

で診療しています。

当院での総合診療の面白さは、診断過程にあります。

患者さんの訴えをし っかり聞き、教科書でしか読んだ

ことのない症状を診て、検査計画を立てて検体検査と

画像検査CT、MR Iなどをフルに活用します。受診

総合診療科（No.1 ) 

したその日のうちに専門家の意見を聞きながら診断に

至るときには診療のやりがいを感じます。

受診される方の中には、自分は何らかの病気ではな

いか、または癌ではないかという健康不安の方がいらっ

しゃいます。健康不安、癌不安の方については、健康

であることを保証することは困難ですが、スクリ ーニ

ング検査を見合わせて出来るだけ不安を取り除くよう

にしています。このような方の中にうつ傾向の方も多

いのですが、内科でも診療でき るうつ病であるかを判

断し、内科では治療困難なうつ病は精神科への橋渡し

を行います。

当病院での総合診療は、一つの部門として独立して

いませんが、担当医の専門領域をしっかり自覚しその

上で、それを外れる領域について院内の専門家としっ

かり相談し、患者さんの不安に対応でき るコンサルト

役をすべきである と考えています。

総合診療で取り扱 う症状

日発熱

・廃痛

腫脹

口倦怠感

・その他

小児科？レルギー外来c;)初診予約についτ
（電話でぬ予約奄お願い致し参竜彦。）

先生方には平素より患者様のご紹介で大変お世話になっております。

当科では月・ 金曜日にアレルギー外来を行っております。

アレルギー疾患では詳細な問診が必要ですので、初診の患者様につきましては30分～ 1時間ほど診察時
聞を要すため、午前中、 1日2名の予約制（①9時～②10時～）にて診療させていただいております。
最近はおかげさまでご紹介患者様が増えありがたく存じております。しかしながら、完全予約制で、す

でにかなりの予約がございます。せっかくご紹介いただき受診されても、予約されていない

場合は診察ができかね患者様にご迷惑をかけることとなります。

お忙しい中、大変お手数ですが、受診の際には患者様より前もって小児科外来まで

お電話でご予約をいただきますよう、ご指導の程よろしくお願い申し上げます。

お電話は診療時間内 C8 : 30～15 : 00）にお願いいたします。
ご予約先 TEL : 096-353-6501 C代表）内線3010 小児科外来

C 6) 
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現在、各領域において診療ガイドラインの整備が進

み、診療の標準化が進みつつあります。診療ガイドラ

インでは、治療の選択規準や治療内容について記載さ

れていますが、 EBMの少ない細かな医療行為までの

記載はありません。

クリテイカルパスは、各医療機関が治療法毎に作成

した診療 ・看護・リハビリ等の入院から退院までの日々

の計画書です。これまで、クリテイカルパスは種々の

EBMや過去のデータに基づき作成され、医療の標準

化に役立っていると言われてきました。しかし、実際

には同じクリテイカルパスでも各医療機関において大

きな差異がみられます。そこで、全国の国立病院機構

病院に対するアンケー卜調査に応じて提出された17施

設の変形性股関節症の人工股関節置換術クリテイカル

パスを対象と して内容のバラツキを調査しました。そ

して、さらに各施設の 1年間の手術症例のアウトカム

について調査しました。バラツキの調査項目は術前入

院日数、術後入院日数、退院規準内容、抗菌薬の銘柄

表 1：クリテイカルパスの術後入院期間のバラツキ

施
設
数

。
2週 3週 4週 5週 6週 7週 8週

術後入院日数

と投与期間、肺塞栓症予防法、歩行訓練開始目、シャ

ワー開始日、ドレーン留置期間、術後血液検査、 X線

撮影等です。これら全てにおいて、驚く程の医療機関

聞の差異が認められました。術後のアウトカムについ

ては、入院期間、術後 3月以内の感染率、脱臼率を調

査しました。これらのアウ トカムについては各医療機

関聞に差異はみられませんでした。これらの結果より

各施設のクリテイカルパスを組み合わせることにより

ベストプラクティスモデルを作成出来ることがわかり

ました。

クリテイカルパスは、見直しにより医療の質の向上

に貢献します。ベストプラクティスモデルは、自施設

のクリテイカルバスを見直す上で、大変役立つものと期

待されます。これらの研究は、肺がん肺葉切除、肩桃

摘出術、 小児市中肺炎、軽症脳梗塞、胃全摘術、経尿

道前立腺切除術、糖尿病教育入院についても同時に行

われ、同様の結果が得られています。

表2：クリテイカルパスの術後抗菌薬投与期間のバラツキ

守

f
n
n
u
F
3
4
v
q
u
n
t

0 

~ ~少々分。 ι少分＂＇~ゃ依－
も へぷ事ジ’今場f'

.Y'>.<?:> 法令
,f<' i+v 

術後抗菌薬投与期間

ホ－6.べーラをご刷用下さい。診療、研修、研究なと情報満載です。 ~

くまびょうNEWS55愚から継続して掲載されています。 ノ

国立病院機構熊本医療センターホームページアドレス http://www.nho-kumamoto.jp/index.html

( 7) 
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華町佳.賓館鈴

救急救命部

木村文彦
みなさまはじめまして、木村文彦と申します。

平成7年に川崎医科大学を卒業後、川崎医科大学附

属病院高度救命救急センタ ーで15年間救急医として従

事してまいりました。専門は、救急医療全般ですが、

特に外傷診療、熱傷治療、 中毒治療、 ドクターへリに

よる病院前診療等に力を入れてまいりました。

み美肘結い本

医
時
山

白
砂明

次

応

年

こんにちは。研修医一年目の山本結美と申します。

久留米大学医学部を卒業し、今日まで、気がつけばも

う4か月が経ちました。右も左もわからないような新

米でしたが、ょうやく病院にも慣れ、病院内で迷子に

なることが少なくなりました。

私は循環器内科から研修が始まり、救急救命部、消

化器内科とお世話になっております。

最初に回らせていただいた循環器内科では、患者さ

んを受け持つことは当然のことですが、心臓カテーテ

ル検査の際に大腿静脈を穿刺し、スワンガンツカテー

テルを進め検査を行うことも研修医の仕事です。正直、

そんな侵襲的な検査を大学を卒業したばかりの私たち

がさせてもらってよいのだろうかと思いましたが、指

導医の先生方は手順など丁寧に指導してくださり、な

かなかう まくし、かない事もありましたが、毎日楽しく 、

186 

このたび、平成22年 9月より、故郷の熊本へ帰し、

熊本医療センタ ー救命救急部スタッフとして勤務する

こととなり ました。当センタ ーは、熊本でも有数の救

急車受け入れ台数をほこり、さらに救命救急センタ ー

として病診 ・病病連携の最後の砦という重責を担った

病院と認識いたしております。私も、当センターの掲

げております「決して断らない医療」の信条の元、今

後熊本の救急および地域医療に微力ではございますが

貢献していくことができれば幸いと考えております。

みなさま、どうぞ宜しくお願いいたします。

充実した研修を行うことができました。大腿静脈穿刺

は他科でも、中心静脈カテーテル挿入する際に役に立っ

ています。

救急救命部では救急を要する患者さんへの初期対応

の流れを学びました。ある主訴で来られた方へ、どの

ような病態を考え、身体診察をし、どのような検査を

オーダーすべきか、まずすべき治療は何かなど、救急、

の場における日出瑳の判断を目の当たりにする ことがで

きました。この経験は、もし病棟患者さんが急変した

ときにどのように対応するか役に立っと思います。他

に、採血、ルート確保、中心静脈カテーテル挿入、気

管内挿管、気管支鏡検査など様々な手技をさせていた

だきました。重症患者さんのICUでの管理なども経験

でき、慌ただしくも充実した毎日でした。

現在は消化器内科を回らせていただいていますが、

消化器内科では早くも検査医として腹部エコ ー検査を

行っています。まず一人で検査した後に、指導医の先

生にチェックしてもらうという形ですが、検査医とし

ての責任をひしひしと感じており ます。

まだまだ未熟で様々な先生方、スタッフの方々にご

迷惑をおかけすると思いますが、日々成長できるうよ

う、精一杯頑張りますので、ご指導、ご鞭撞のほどよ

ろしくお願いいたします。

C 8) 
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．． ． 研修のご案内 ー
－－ （第66回特別講演（無料） ｜

［日本医師会生涯教育講座1.5単位認曹1 ｜ 

日時砂平成22年10月 6巴（水）19 : 00～20: 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター

園田・・・・・・・
座長国立病院機構熊本医療センター副院長 河野文夫

「呼吸器疾患のトピ yクスー肺癌 ・端息 ・COPD 」
熊本大学大学院生命科学研究部呼吸器病態学教授 興椙博次先生

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ－ TEL 096 353-6501（代表） FAX : 096 325 2519 

第141四月曜会（無料）｜
（内科症例検討会） ｜ 

［日本医師会生涯教育講座1.5単位認定］ ｜ 

1胸部レントゲン読影

2.持ち込み症例の検討

日時砂平成22年10月18日（月）19 : 00～20: 30 

場所惨国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センター

3.症例検討 「シンベースメントメンプレム ・シンドロームの 2症例」
国立病院機構熊本医療センタ ー腎臓内科

4. ミニレクチャー 「癌性尽痛の痔痛管理について」
国立病院機構熊本医療センター血液内科 栄 達智

日頃、疑問の症例、興味のある症例、X線、心電図、その他がございましたら、ご持参いただきますようお願い

致します。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一研修部長清川 哲志 TEL・096353 6501 C代表） FAX . 096-325-2519 

第110回 木会（無料）
（糖尿病、高脂血症、高血圧を語る会）

［日本医師会生涯教育講座 1.5単位認定］
［日本轄尿病療養指導士認定更新のための研修単位く2群＞0.5単位認定］

日時砂平成22年10月21日（木）19 : 00～20: 45 

場所惨国立病院機構熊本医療センタ一研修室2

1.「高浸透圧高血糖症候群を呈したSL E、PB Cおよび脳梗塞後遺症を合併した 2型糖尿病の一例」

国立病院機構熊本医療センター糖尿病 ・内分泌内科 島川明子、楊拓也、児玉章子、高橋毅、豊永哲至、東輝一朗

2.「シタグリプチンにより良好な血糖コン トロールが維持できた食事摂取が不規則な 2型糖尿病の一例」

国立病院機構熊本医療センター糖尿病 ・内分泌内科 楊拓也、島川明子、児玉章子、高橋毅、豊永哲至、東輝一朗

なお、興味のある症例、疑問 ・質問のある症例がございましたら、お持ちいただきますようお願L、致します。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ ー内科部長東輝一朗 TEL096-353-6501 （代表）内線5705

｜第6@) 症状・疾患別シリーズ（会員制） ｜
！ ［日本医師会生涯教育講座2.5単位認定］ ｜ 

演題：「食道胃静脈痛の集学的治療」

日時砂平成22年10月23日（土）15 : 00～17 : 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センター

座長：熊本市医師会 吉田直矢先生

1.症例呈示：集学的治療を行った一例 国立病院機構熊本医療センター消化器内科医長 杉 和洋

2. 内科の立場から・内視鏡治療 国立病院機構熊本医療センタ ー消化器内科 中田成紀

3. 外科の立場から・外科治療 国立病院機構熊本医療センター外科医長 大堂雅晴

4.放射線科の立場から： IVR治療 国立病院機構熊本医療センター放射線科医長 荒木裕至

5.食道胃静脈溜の病態と治療 財団法人柳川病院 院長 於保和彦先生

この講座は有料で、年間10回を 1シリ ーズ（年会費10,000円）として会費制で運営しています。但し、 1回だけ

の参加を希望される場合は 1回会費2,000円で参加し、ただけます。 ' 

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一 地域医療研修センタ一事務局

TEL 096 353-6501 （代表）内線2630 096-353-3515 （直通） FAX 096-352 5025 （直通）

第100回総合症例検討会（CPC)I 
［日本医師会生涯教育講座1.5単位認定］ I 

・・・・・圃・・・ 日時砂平成22年10月27日（水）19 : 00～20: 30 
場所砂国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センター

テーマ： 『透析中の患者の発熱ショック』

臨床担当）国立病院機構熊本医療センター救急科医師

(70歳代男性）

楼井聖大

村山寿彦病理担当）国立病院機構熊本医療センター臨床研究部病理研究室長

「慢性腎不全にて透析中の患者が発熱、ショックとなって入院となった。」

＊臨床経過の詳細な検討と鑑別診断を行います。最後に病理よりマク ロ、 ミク ロの所見と剖検診断が解説されます。

通常のレクチャー（解説）の前に、馴染みの少ない疾患、病態は、その分野に関するミニレクチャ ーを予定してお

ります。基本的知識を学んだ後で活発なディスカッションをお願い致します。どなたもお気軽にご参加下さい。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ一事務局 TEL096-353“6501 （代表）内線2630096-353-3515 （直通）
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．．．．．．． ｜．．．．．．． 
ー・．・．～・．～・．
］－・ー・－．－．－．－

10月 研修センターホール 研 修 室 そ の 他
8:00～ 8:30 麻酔科症例検討会 手． 1自 信制 8:00～ 9:00 消化器病研究会 Cl 
17:00～21:00 救急部カンファレンス C 2 
8:C D～ 8:30 MGH症例検討会 CI 

4日 （月） 16:00～18:00 泌尿器科病棟カンフ ァレノス 5西
17:00～18:00 4、！尼寺斗カンファレンス 6西
15:00～16:30 血液病懇話会 C 2 

5日ω 15:00～18:00 外科術前術後症例検討会 Cl 
18:00～21:00 救急部カンファレンス C 2 

19: 00～20 : 30 第66回特別鴎漬 17:00～18:30 血液形態カンファレンス C 2 
［日本医師会生涯教育館座1.5単位毘定］ 17:30～19:00 消化器疾患カンフ ァレンス CI 

6日 WI 座長国立病院機構熊本医療センタ一副院長河野文夫
r呼吸器疾患のトピッヲスー肺癌噌息 ・COPDー」
熊本大学大学院生命科学研究部呼吸器病態学教授

興椙得次

7:50～ 9:00 整形外科症例検討会 C 1 

7日 附 17:00～19:00 循環器カンファレンス 6，ヒ
17:30～19:00 超音波カンファレンス r肖
18:00～19:00 糖尿病 ・内分泌内科カンファレンス C 2 

18 30～20 30 熊本地区核医学技術懇話会（研2) 8:00～ 8:30 麻酔科症例検討会 手
B日 樹 8:00～ 9:00 消化器病研究会 Cl 

17:00～21:00 救急部カ y ファレ yス C 2 

9日 出
9 00～12 00 楽しく学ぶ研修

「傑準予防策 ・感染経路別予防策」

15:00～16:30 血液病懇話会 C 2 

12日ω 15:00～18:30 外科術前術後症例検討会 CJ 

18:00～21:00 救急部カ ・ン放フ射ァ線レ科ン合ス同 C 2 
18:30～21:00 泌尿器科 ウログラム Cl 

13日 （1]<) 17:00～18:30 血液形態カンファレンス C 2 
17:30～19:00 消化器疾患カンファレンス CI 

19 00～20 30 熊本県臨床衛生検査技師会 7:50～ 9:00 登形外科症例検討会 CI 

14日 附
一般検査研究班月例会 17:00～19:00 循環器カンファレンス 5；ヒ

17:30～19:00 超音波カンファレンス 消
18:00～19:00 糖尿病 ・内分泌内科カンファレ Jス C 2 
8:00～ 8:30 麻酔科定例検討会 手

15日制 8:00～ 9:00 消化器病研究会 CI 
17:00～21:00 救急部カンブ ァレ yス C 2 

8 50～16 50 第3固ナースのた曲目癌性痔痛緩和ケアセミナー
〈講演〉

1.痛みのメカニズムと癌の痛み 国立病院機構熊本医療センター底酔科部長 江崎公明
2 痛みのアセスメン ト 国立病院機構熊本医療センター廃砕科 宮崎直樹
3 悪い知らせを伝えるコミュニケーション（SHARE)

16日 凶 国立病院機構熊本医疲センター鰻和ケア限定着撞師岩井 幸
国立病院機構熊本医療センターがん看護専門看護師安永法子

4.痔痛緩和の実際 （オピオイド護法） 国立病院蟻構熊本医寮センター麻酔科医長 上妻精ニ
5.オピオイドが効きにくい時田対応 国立病院強情熊本医憲センター麻酔科医長・ 筆中治接室長 沼 賢一郎
6. 呼吸困灘 ・消化器症状 ・精神症状への対応 国立病院機構熊本医療センター血液内科医長 聾 遺智

国立病院機嫌熊本医療センターがん看笹専門看護師安永浩子
19 00-20 30 第141回 月曜会 （内科症例後肘会） 8:00～ 8:30 MGH症例検討会 CI 

18日開） ［日本医師会生涯教育鴎座単位偲定］ 16:00～18:00 泌尿器科病棟カ Jファレノス 5西
17:00～18:00 小児科カンファレンス 6西
15:00～16:30 血液病懇話会 C 2 

19日 υd 15:00～18:30 外科術前術後症例検討会 Cl 
18:00～21:00 救急部カンファレンス C 2 

20目。，J<) 18: 3日～20:00 第65回 国立病院機構熊本医療センター 13 : 00～17 : 00 槍尿病教室（研 2) 17:00～18:30 血液形態カンファレンス C 2 
クリテイカルパス研究会 （公開） 17:30～19:00 消化器疾患カンフ ァレンス Cl 

20 00～21 30 第55固有病者歯科医療講演会 19 : 00～2日：45 第110固ニ木会 （研 2) 7:50～ 9:00 整形外科症例検討会 CI 
座長 熊本県歯科医師会学術理事 牛島 隆 （槍尿病、脂質異常症、高血圧を跨る会） 17:00～19:00 循環器カンファレンス 6 ;t 

21日同 「脳国傷による慎食時下障害と高次脳機能障害についてJ ［日本医師会 生 涯教育講座単位包定］ 17:30～19:00 超音波カンフ ァレンス r同
熊本機能病院総合リハビリテーゾヨン部言語聴覚療法課長 ［日本嘗庫翁復餐指海士ll!U訴のための冊修単世＜211>0.5単世田宜］ 18:00～19:00 糖尿病 ・内分泌内科カンファレンス C 2 

小薗真知子

15 30～16 45 肝臓病教室〈研2) 8:00～ 8:30 麻酔科症例検討会 手
22日 樹 「肝硬変」 8:00～ 9:00 消化器病研究会 Cl 

17:00～21:00 救急部カンファレンス C 2 
15: 00～17・30 第E回症状・疾患別シリーズ

［日本医師会生涯教育情座2.5単位飽定］
座長 熊本市医師会 吉田 直矢
「食道胃静脈癌の築学的治察J

1 症例呈示 ：築学的治寮を行った一例
国立病院極構熊本医象センター消化器内科医長

杉 和洋
23日ω 2. 内科町立場から・内観鏡治療

国立病院犠構熊本匡聾センタァ消化器内科中国 成紀
3.外科白立場から 外科治療
国立病院機纏熊本医叢センター外科医長 大堂 雅晴

4.厳射線科目立場から： IVR治療
国立病院檀構熊本E聾センター盟射線科医長荒木 裕至

5.食道胃静脈箔の病態と治療
財団法人柳川病院院長 於保和彦

8:00～ 8:30 MGH症例検討会 Cl 
25日目） 16:00～18:00 泌尿器科病棟カンフ ァレンス 5西

17:00～18:00 小児科カンファレンス 6西
18 30～20 30 血液研究班月例会 19 00～21 00 小児科火曜会（研1〕 15:00～16:30 血液病懇話会 C 2 

26日ω 15:00～18:00 外科術前術後症例検討会 Cl 
18:00～21:00 救急剖1カンファレンス C 2 

19 : 00-20 : 30 第100回総合症例袋討会 （CPC) 17:00-18:30 血液形態カ rフyレンス C 2 
27日 申J<) ［日本医師会生涯教育情座1.5単位箆定］ 17:30～19:00 消化器疾患カンファレンス Cl 

「透析中の患者の発然ショ ッ？」

18: 30～20 00 日本臨床細胞学会熊本県支部研修会 19 日日～21 00 熊本脳神経疾患懇話会（研2) 7:50～ 9:00 盤形外科症例検討会 CI 

28日同 17:00～19:00 循環器カンファレンス 5；ヒ
17:30～19:00 超音波カンファレンス 1肖
18:00～19：日日 糖尿病 ・内分泌内科カンファレンス C 2 
8:00～ 8:30 麻酔科症例検討会 手

29日働 8:00～ 9:00 消化器病研究会 CI 
17:00～21日D 救急部カンファレンス C 2 

研 1～ 3 2階研修室l～ 3 C 1・2 3階カンファレンスルーム 1・2 5西 5階西病棟 6酉 6階西病棟 6 オt6階北病棟 消 消化器病セン タ一読影室 手 手術室
問い合わせ先 干8600008 熊本市二の丸 l番 5号 国立病院機構熊本医療センター 2階地域医療研修センター

TEL 096 353 6501 （代）内線2630 096 353 3515 （直通）
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